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子準位への 2光子吸収と (2) サイズ量子化された励起子準位のシフト (optical Stark shift) 及び準位幅の共鳴増大
が起る。 (3)ωの光に対する内部電場と誘起分極は顕著な空間変化を示し 2光子吸収スペクトルとの明確な対応があ
る。 (4) 膜厚の増大と共に波数保存則が発達する。



































子分子への 2光子吸収J íポンプ光による励起子準位幅の増加」の 3 つの異なる効果を同時に含むことも示された。
1μm膜厚領域ではポンプ光の波数はサイズ量子化波数の間隔よりずっと大きく，励起子・励起子分子聞の遷移は波
数空間で垂直ではない。この場合のポンプ・フ。ローブスペクトルは(厳密な波数選択則の成り立つ)バルクで期待さ
れるエネルギー位置に大きな構造を示し，膜厚有限の反映である干渉縞とバルクの反映である波数選択則が共存する。
また干渉縞のポンプ光によるシフトからサイズ量子化励起子のシュタルクシフトが見いだされた。
この理論を「ポンプ効果を含むバルク誘電関数と表面での付加的境界条件」を組み合わせた既存の理論と比較した
が，両者は数値的のみならず解析的にもよく似ていることがわかった。これより，上述のシュタルクシフトがバルク励
起子準位の期待されるシフトによく対応していることが理解される。 10 -20μmの薄厚に対するポンプ・フ。ロープ
実験の結果で説明されていない部分を理解する試みとして，面欠陥を含む薄膜についても上と同様な計算を行った。
以上のように，本論文は非局所応答理論の新しい応用分野を開拓し，物質の量子論的コヒーレンスを反映する形で，
半導体薄膜のポンフ。フ。ローブ型の非線形光学効果を明瞭に記述する結果を導いた。よって博士論文に値するものと判
定する。
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